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研究成果の概要（和文）：本研究ではサルコペニアの根源となる代謝不全や炎症に対する食品・栄養因子の効果
を検討した。細胞における検討では、イソフラボンの一種daidzeinが転写因子 ERRαを介して脂質酸化に関わる
遺伝子発現を増強すること、ポリフェノールの一種、没食子酸が転写因子NFκB及びNrf2が関わるシグナルを制
御し抗炎症・抗酸化作用を発揮することを明らかとした。動物における検討では、糖質制限食の摂取によって、
筋の解糖系遺伝子発現が抑制される一方で、運動がその抑制を解除することや、運動時の糖代謝産物である乳酸
が筋分化制御因子であるMyoDの発現を増強し、筋の分化・肥大を促進することなどを明らかとした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to assess the effect of food factors and nutrients on 
metabolic disfunction and inflammation those causes sarcopenia. In the cell experiments, we found 
that isoflavone daidzein enhanced the expression of genes related to fatty acid oxidation via ERRα
-involved pathway, and that a food-derived polyphenol, gallic acid exerted antioxidative and 
anti-inflammatory property by regulating Nrf2/NFκB activity. In the animal experiments, we 
demonstrated that ketogenic diet (KD) consumption and exercise in addition to KD affected expression
 profiles of metabolic genes in heart and skeletal muscle. We also found that lactate, one of the 
major glucose metabolite mainly produced during exercise, modulated myoblast differentiation by 
regulating transcription factor MyoD thereby enhancing myofiber hypertrophy in vitro and in vivo.

研究分野： 応用栄養学　代謝学

キーワード： 骨格筋　　サルコペニア　食品因子　栄養代謝　ミトコンドリア　エネルギー代謝　炎症
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サルコペニアと高齢者の身体機能低下を引き起こし要介護の要因となるため、その予防は健康長寿社会の実現の
ための危急の課題である。本研究では骨格筋での「炎症」や「ミトコンドリア機能不全」といった病態をターゲ
ットに、サルコペニアの病態の改善に働きかけるような食品・栄養因子を明らかとし、サルコペニア予防のため
の新たな食の提案を行うことを目的とした。本研究で得られた知見はいずれも新規性が高く、またサルコペニア
の予防・改善のための戦略を構築する上で、その一端を担う知見であると考える。食事や食品という身近な因子
でその病態を改善し得る可能性を提唱できれば、その研究的、社会的意義は極めて大きいといえる。
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